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恵
那
市
は
、
平
成　

年　

月
、
旧
恵
那

１６

１０

市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原

村
、
上
矢
作
町
が
新
し
く
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
合
併
間
も
な
い
現
在
の
恵
那

市
は
、
行
政
体
と
し
て
の
規
模
が
、
同
じ

規
模
の
自
治
体
と
比
べ
て
非
常
に
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市
の

予
算
額
を
見
て
み
る
と
、
恵
那
市
の
平
成

　

年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、
２
７
３
億

１７

８
千
万
円
で
す
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
規
模

の
合
併
前
の
中
津
川
市
が
人
口
５
万
５
千

人
で
、
１
７
７
億
３
千
万
円
だ
っ
た
の
と

比
べ
て
み
て
も
、
約
１
０
０
億
円
も
膨
ら

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
予
算
だ

け
で
な
く
、
市
役
所
の
職
員
数
や
、
公
共

施
設
数
な
ど
も
、
同
じ
規
模
の
自
治
体
と

比
べ
て
大
型
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成　

年
の 
地 
方
分
権
一
括
法

①

１２

の
施
行
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
、
そ
の

運
営
方
法
を
根
本
的
に
変
え
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
の
き
め
細
か
で

し
ま
す

し
ま
す

　

市
で
は
本
年
度
、
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
合
併
後
大
き

な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
市
の
予
算
額
や
、
職
員
数
、
公
共
施
設
数
な
ど
を
適
正
な
規
模

に
し
た
り
、
市
役
所
の
仕
事
の
仕
方
を
、
市
民
本
位
の
、
時
代
に
合
っ
た
最
も
ふ
さ
わ

し
い
も
の
に
変
え
て
い
っ
た
り
す
る
計
画
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
市
民　

人
の
委
員
で
構
成
す
る
行
財
政
改
革
審
議
会
で
こ
の
内
容
を
審
議

１５

し
て
お
り
、
来
年
１
月
に
答
申
の
予
定
で
す
。
８
月　

日
に
開
か
れ
た
第
２
回
審
議

２２

会
で
は
、
行
財
政
改
革
の
目
標
や
基
本
な
考
え
方
、
実
施
事
項
の
案
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
具
体
的
な
実
施
事
項
の
検
討
に
入
り
ま
す
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
行
財
政
改
革
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
次

の
ペ
ー
ジ
の
直
通
便
は
が
き
を
利
用
し
て
、
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

行行
政政
改改
革革
進
め
方
に
ご
意
見
を

「
経
営
」と「
協
働
」の
時
代

　
　
　
　
　
　
　

―
な
ぜ
、
行
革
か
―

�地方分権一括法＝地方分権改革の柱として、４７５本の法律が一括して改正され、平成１２年４月１日から施行。主な目的は、
住民にとって身近な行政は、できる限り地方が行うこととし、国が地方公共団体の自主性と自立性を十分に確保することとされ
ている。
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係
費
の
増
加
、
数
多
い
公
共
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
維
持
管
理
経
費
増
な
ど
、
市
役

所
の
仕
事
と
経
費
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
施
策
ど
こ
ろ

か
、
現
状
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
さ
え

困
難
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
合
併
前
の
旧
６
市
町
村
で
取

り
組
ん
で
き
た
予
算
、
組
織
、
職
員
定
数

の
削
減
に
よ
る
節
約
型
の
改
革
だ
け
で
な

く
、
市
民
を
顧
客
と
し
て
と
ら
え
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
結
果
を
評
価
改
善
し
て
い
く

経
営
的
な
発
想
や
、
地
域
の
多
様
な
主
体

と
協
働
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

く
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
基
本
に
あ
る
の
が
、
市
役
所

職
員
の
意
識
改
革
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
「
経
営
」
や
「 
協 
働
」
の
観

③

点
か
ら
、
市
役
所
内
部
の
変
革
と
、
市
役

所
と
市
民
と
の
関
係
の
変
革
を
行
う
こ
と

が
、
行
財
政
改
革
で
す
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
恵
那
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

は
、
恵
那
市
民
が
自
ら
の
責
任
で
、
自
ら

決
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
自
己
責
任
・
自
己
決
定
を
基
本

に
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
も
、
末
永

く
自
治
体
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
な
行

政
や
、
財
政
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
仕
組
み
の
中
で
も
、
特
に
、
協
働

と
い
う
視
点
が
重
要
で
す
。
今
ま
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
、
市
役
所
だ
け
が
市
民
に
対

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
民
間
企
業
に
委
託

し
た
方
が
安
価
で
効
率
的
に
実
施
で
き
る

も
の
や
、
よ
り
受
益
者
に
近
い
市
民
団
体

に
委
ね
た
方
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
送
り
手
、

受
け
手
と
も
満
足
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
が
行
っ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
、

ど
ん
な
主
体
が
、
何
を
使
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
行
う
の
が
最
も
市
民
に
と
っ
て
最
適

で
、
満
足
度
が
高
い
か
を
再
検
証
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
合
意
を
得
な
が
ら
あ
る
べ

き
姿
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
今

市
役
所
で
行
っ
て
い
る
仕
事
の
や
り
方
を

見
直
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
際
の

目
の
付
け
ど
こ
ろ
と
し
て
、
次
の
６
つ
の

視
点
を
設
け
ま
し
た
。

・
市
民
志
向
：
市
役
所
は
、
法
令
や
規
則

に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
法
規

を
守
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
そ
れ
ら
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
市
民
の
立
場
で
柔
軟
に
考
え
、
行
動

（
切
り
取
り
線
）

（切り取り線）
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�三位一体改革＝国から地方への補助金削減、地方交付税の縮減、税源移譲の三つをセットにして地方の財政的な自立を促そうという改革。
�協働＝市内全域やその一部の地域で、そこにいる市民が参画している企業、地域自治区、自治会、市民活動団体などの市民団体が、地域が必
要とする市民サービスの提供を協力して行う状態。

多
岐
に
わ
た
る
指
揮
監
督
に
従
う
自
治
体

か
ら
、
自
ら
の
考
え
に
よ
り
決
定
し
、
自

ら
の
責
任
で
実
行
す
る
自
治
体
に
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
の
経
済
は
、
長
く
続
い
た
景

気
低
迷
後
の
踊
り
場
か
ら
脱
す
る
兆
し
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、 
三 
位
一
体
改
革
に
よ

②

る
国
庫
補
助
金
の
縮
小
・
廃
止
や
、
地
方

交
付
税
の
総
額
抑
制
を
中
心
と
し
た
財
政

制
度
の
大
幅
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
地
方
経
済
や
、
自
治
体
財
政
に
と
っ

て
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
収
入
減
が
予
想
さ
れ
る

中
、
新
市
と
し
て
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

費
用
や
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
福
祉
関

永
続
可
能
な
行
財
政
に

　
　
　
　
　
　
　

―
目
指
す
と
こ
ろ
―

市
民
本
位
で
仕
事
改
善

　
　
　
　
　
　

―
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
―
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い
行
政
府
と
し
て
、
数
多
く
の
現
場
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
毎
日
、
現
場
で

仕
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
意
思

の
決
定
や
、
予
算
の
執
行
な
ど
、
現
場
や

現
場
に
近
い
組
織
へ
権
限
を
移
し
た
ほ
う

が
、
市
民
と
の
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

も
の
が
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現

場
に
移
す
べ
き
権
限
は
現
場
に
移
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。            

・
多
元
化
：
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

は
、
市
役
所
以
外
で
は
考
え
ら
れ
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
も
一
部
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
企
業
や
財
団
法
人
な

ど
に
委
託
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
、
地
域
自
治
区
や
市
民
活
動
団

体
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体

を
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
想

定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
具
体
的
な
内
容
の
原
案

と
し
て
、「
特
別
重
点
項
目
」
を
含
む
６
本

の
柱
と
、
そ
の
下
に　

項
目
の
実
施
事
項

４２

案
を
次
の
よ
う
に
設
け
ま
し
た
。
こ
の
実

施
事
項
案
は
、
今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
、
実
施
年
度

と
完
了
目
標
年
度
、
具
体
的
な
内
容
、
目

標
年
度
ま
で
に
到
達
す
べ
き
改
革
の
レ
ベ

ル
を
で
き
る
限
り
数
値
化
し
て
表
示
し
、

実
施
計
画
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

 
■
特
別
重
点
項
目  
市
役
所
の
風
土
改
革

に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革

・
市
長
・
部
長
・
課
長
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
風
土
改
革
、
意
識
改
革    

・
課
ご
と
の
テ
ー
マ
設
定
や 
C 
I
手
法
に

④

よ
る
改
革
運
動
の
実
施  　
　
   　
　
　

・
職
員
の
自
発
的
な
勉
強
会
や
自
己
研
修

の
奨
励　
　
                         

・
市
民
と
の
協
働
活
動
の
場
へ
の
職
員
参

加
奨
励                          

・
内
部
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
苦
情
・

失
敗
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築        

・
来
庁
者
へ
の
声
掛
け
運
動

① 
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

・
公
共
施
設
の
統
廃
合
と
維
持
管
理
経
費

の
削
減                          

・
遊
休
施
設
･
土
地
の
有
効
活
用 

・
事
務
事
業
、
施
設
管
理
、
公
共
工
事
の

コ
ス
ト
縮
減
と
外
部
委
託    

・
入
札
制
度
の
見
直
し   

・
使
用
料
･
手
数
料
の
見
直
し

・
補
助
金
･
負
担
金
の
適
正
化      

・
予
算
編
成
･
執
行
体
制
の
改
善

・ 
包 
括
予
算
制
度
の
検
討

⑤
・
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上

・
外
郭
団
体
の
見
直
し

・
行
政
評
価
制
度
の
構
築

② 
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上                        

・
総
合
案
内
・
総
合
窓
口
の
設
置

・ 
ワ 
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

⑥
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
拡
大

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
民
間
で
い
う

顧
客
志
向
（
お
客
さ
ま
本
位
）
の
考
え
方

で
す
。

・
競
争
原
理
：
今
ま
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

は
、
市
役
所
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
役
所
の
仕
事
や

組
織
に
は
競
争
原
理
が
ほ
と
ん
ど
働
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
経
費

の
増
加
や
、
組
織
の
活
力
低
下
を
招
い
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
競
争

原
理
を
活
用
し
、
仕
事
の
民
営
化
や
協
働

化
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

・
成
果
志
向
：
今
ま
で
市
役
所
で
は
、
予

算
を
い
く
ら
使
っ
て
市
道
を
何
メ
ー
ト
ル

改
修
し
た
と
か
、
健
診
を
何
回
行
っ
た
と

か
、
と
い
う
説
明
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

予
算
を
ど
れ
だ
け
使
っ
た
か
で
は
な
く
、

そ
の
予
算
を
使
っ
た
仕
事
で
、
市
民
生
活

の
ど
こ
が
ど
れ
だ
け
良
く
な
っ
た
か
を

し
っ
か
り
と
評
価
・
公
表
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
業
務
評
価
：
前
項
の
成
果
志
向
で
仕
事

を
す
る
た
め
に
は
、
市
役
所
で
行
っ
て
い

る
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
の
必
要
性
や
妥
当
性

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
成
果
を
で
き
る

限
り
数
字
で
表
現
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
し
て
数
値
化
さ
れ
た
成
果
の
評

価
・
公
表
を
行
い
、
よ
り
成
果
が
上
が
る

よ
う
に
翌
年
度
の
仕
事
の
や
り
方
を
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
分
権
化
：
市
役
所
は
、
市
民
に
最
も
近

――――――――――（切り取り線）――――――――――――

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
切
り
取
り
線
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

�ＣＩ手法＝組織の持つ特性を、内部的に再認識・再構築し、外部にその特性を明確に打ち出し、認識させること。
�包括予算（人事）＝予算執行や人事の権限を、各部の長や振興事務所の長に移譲すること。各組織の長を中心とした自律的運営により、市民サービスの向上を目指す。
�ワンストップサービス＝一つの窓口で、いくつかの課にまたがる複数の手続きができること。

ま
ず
職
員
の
意
識
改
革

　
　
　
　
　
　
          
―
柱
と
内
容
―

5　2005.９.15

・
申
請
手
続
の
簡
素
化

・
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
の
市
庁
舎
の
環

境
整
備                        

・
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
相
談
窓
口
の
充
実

③ 
変
革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
と

組
織
の
育
成

・
組
織
改
革

・
定
員
適
正
化
の
推
進

・
人
事
評
価
制
度
の
運
用
定
着

・ 
包 
括
人
事
制
度
の
検
討

⑤
・
職
員
研
修
制
度
の
充
実

・
職
員
給
与
の
適
正
化

④ 
市
民
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
市
民
参

画
促
進

・
広
報
、
情
報
発
信
･
提
供
窓
口
の
一
元

化・
各
種
委
員
会
･
審
議
会
な
ど
へ
の
公
募

委
員
導
入

・
各
種
委
員
会
･
審
議
会
な
ど
の
情
報
公

開・ 
パ 
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入 

⑦
・
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

⑤ 
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

シ
ス
テ
ム
の
確
立                    

・
市
民
活
動
支
援
セ
ク
シ
ョ
ン
の
強
化

・
市
民
活
動
の
拠
点
整
備
と 
中 
間
支
援
機

⑧

能
の
充
実

・
ま
ち
づ
く
り
市
民
団
体
の
活
動
支
援

・
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
強
化
と 
公 
益
信
託

⑨

化・
地
域
自
治
区
･
協
議
会
の
活
動
支
援

・
事
業
素
案
前
か
ら
の
市
民
参
加
方
式
の

検
討

・
協
働
事
業
の
選
別
と
実
施
主
体
の
検
討

　

こ
の
行
財
政
改
革
大
綱
の
計
画
年
度

は
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
５

１８

２２

年
間
で
す
。
行
革
と
合
わ
せ
て
策
定
中
の

総
合
計
画
の
前
期
計
画
期
間
、
５
年
間
と

の
整
合
性
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
変
化
の
早
い
時
代
に
、

５
年
先
を
見
通
し
て
正
確
な
計
画
を
立
案

す
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
５
年
の

計
画
期
間
を
、
前
半
２
年
、
後
半
３
年
に

分
け
、
前
半
２
年
間
を
集
中
改
革
期
間
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
に
、
合
併
後
大
き
な
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
予
算
や
、
仕
事
、
公
共
施

設
数
、
市
役
所
の
職
員
数
な
ど
を
、
集
中

し
て
適
正
規
模
に
近
づ
け
る
努
力
を
し
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
想
定
さ
れ
る
地
域
自
治
区
や

市
民
活
動
団
体
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
活
動
や
組
織
化
を
支
援
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
実
施
計
画
で
は
、
５
年
間
の
計
画

期
間
中
、
実
施
事
項
の
達
成
状
況
の
確
認

を
毎
年
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
市
広

報
「
え
な
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て

公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
改
革
に
対

す
る
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

�パブリックコメント＝市役所が政策を実施するとき、あらかじめ原案を公表して市民から意見を求め、それを考慮して政策内容を決定する仕組み。
�中間支援機能＝市役所と市民活動団体の間で、双方の仲立ちを行い、協働による市民サービス実施を促すこと。�公益信託＝信託法に規定された制度で、個人や法人が
財産を一定の公益目的に使うため、その管理や処分を信託銀行などに任せること。「まちづくり基金」の場合、多くの市民参加が期待できる。

　

・　

年
度
に
集
中
改
革

18

19

　
　
　
　
　
   　

―
取
り
組
み
時
期
―


